
23．複素数と2次方程式

複素数と2次方程式

冨冨芸書芸≡芦芸≡書芸至芸語義蓋菜三蓋≡琶蓋芸萱望≡ 
ることはとくに肝要である。基本の問題はいつでも解ける底力をもとにして，その応用 

がいつでも有効にはたらくような解決力を身につけなければならない。 

1女鹿P 牢解答は「考え方と解答」149ページ
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（1）ズキ1，∬3＝1のとき，∬4＋∬2＋1＝⊂コとなる。また，この方の値はズ＝［＝］である。

（2日＝摘，ツ＝α㈲＋∂U2，Z＝α揖2＋あお（ただし，お＝雪遜）のとき，∬3＋ッ3＋Z3を

αとろのみの式で表せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（高崎経済大）

α，βが複素数のとき，次の不等式を証明せよ。

lα上柏尾lα＋β圏α回β1 （昭和大一医）

Z＝ズ＋わ，とし，棚＝♪＋柏とする。ただし，∬，タ，少，再は実数で，グ2＝－1である。い

ま，紺＝王手であるとすれば，少と官はガ，膏用いて♪＝⊂コヴ＝［つと表される0さら

に，X＝COSe，y＝Sipe（00＜e＜1800）のとき，qはCを用いてq＝口と表される0

（京都産業大十経営）

α，β，γが複素数のとき，次のことを証明せよ。

（2）α；＝ββ＝γ声0ならば，産土β）（崇）（γ＋α）は実数である0（島根大牒系）

回＜号のとき，回，ll－COSX－isinxl，ltanxlを大きさの願に並べよ0（横浜市大r文理）
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ガの2次方程式ズ2－2（椚＋2）ズ＋研2＋3＝0（刑キ0）について，

（1）解が重解となるのは刑＝⊂コのときであり，そのときの解は∬＝［：＝］である。

（2）2つの解の比が1：3となるのは∽＝［＝］のときであり，そのときの解は∬＝口と

ズ＝⊂二コである。

（3）2つの解の差が1となるのは刑＝⊂＝］のときであり，そのとき，小さいほうの解は∬＝

［＝コである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（近畿大一商経）

2次方程式（ズー1）（ズー3）＋∬（ズー2）十方2－1＝0の2つの解をα，β（α＜β）とするとき，次

の式の値を求めよ。

（1）雲十芝壬＋芝諸

（2）一一㌢＋
蒜‾十（α－1）（β－1）＋（α－2）（β－2）

1　　　　　　　　1

（広島電機大）

2次方程式ズ2＋αズ＋∂＝0　の解をα，βとする。このとき，α2，β2を解とする2次方程式

は

∬2＋（アロあーαイ⊂］）∬十∂ウ⊂コ＝0

である。また，α3，β3を解とする2次方程式は

ズ2＋（がローオ［：＝］α∂）ズ＋∂カ⊂コ＝0

である。∂キ0の場合に，①と②が同じ方程式となるのは，∂＝キ［＝コで，

α＝クケ⊂コまたはα＝コ［：コ±JEヨシ⊂コ

のときである。 （センター試験）

（1）2次方程式8X2L4X＋a＝0の2つの解がJsine，COSeであるとき，aの値と

Sin56＋cos58の値を求めよ。 （大阪歯大）

（2）00≦X≦1800のとき，方程式4sin2X＋4cosx＋4a－1＝0が相異なる2つの実数解をもつ

ように，αの値の範囲を定めよ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（広島文教女大）

方の2次方程式∬2＋（α＋グ）∬＋1－4才＝0（戊は実数の定数）が実数解をもつとき，その解は

⊂コであり，そのような解をもつのはα＝⊂コのときである。　　　　（神戸学院大一法）

実数係数の方程式如2－（烏＋3）ズー1＝0が虚数解α±∂才をもつとする。このとき，烏の値

の範囲は⊂コであり，とくに解が純虚数となる場合の烏の値は［＝コである。また，

A＝α2＋∂2のとりうる値の範囲は［＝コである。　　　　　　　　　　　　　（慶大一経済）
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23．複素数と2次方程式

α2＋∂2≦1をみたす実数α，あに対して，2次方程式∬2＋2（Zズ＋あー1＝0‥・（彰　が与えられ

ている。

（1）方程式（むは実数解をもつことを示せ。

（2）方程式①の解をα，βとする。α＝1のとき，βのとりうる値の範囲を求めよ。

（金沢大一理系）

2つの放物線ッ＝∬（4－g），ク＝2∬2＋♪ズ＋すが異なる2点で交わり，交点の座標は整数であ

る。

（1）少，官について，不等式［＝コが成り立つ。また，交点の∬座標をα，βとすると，

α＋β＝⊂コ，αβ＝［＝コが成り立つ。

（2）少，すが関係式♪2－4す＝1をみたすとき，（1）の不等式から少についての2次不等式がえ

られ，その解は⊂コである。さらに，少，すが整数であるとき，（カ，ヴ）＝（⊂コ，⊂コ）

または（⊂ユ［＝コ）である。　　　　　　　　　　　　　　　　　（京都産業大一経営）

α，あは実数で，2次方程式

方2＋α∬＋∂＝0　……（丑，　α∬2＋∂∬＋1＝0　……②

が実数解人を共通にもてば，入＝［＝コかつα＋∂＝［＝コである。また，①と②が実数でない

解を共通にもてば，α＝［＝コかつ∂＝⊂＝］である。　　　　　　　　　　　（東大一文科）

2nd如P 野解答は「考え方と解答」152ページ

2つの複素数Z，21が巨l＝1，拉llキ1をみたすとき，i∈芸の絶対値を求めよ0

（神戸商船大）

任意の複素数Z＝芳＋再において，Ⅳ（Z）＝ノ妄言寺子とおくものとする。2つの複素数

α＝α＋鋸，β＝C＋dg（α，占，C，♂は実数）について，次の式を証明せよ。

（1）Ⅳ（αβ）＝Ⅳ（α）・Ⅳ（β）

（2）Ⅳ（α＋β）≦Ⅳ（α）＋Ⅳ（β）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（東京女大）

複素数Z（ただし，Z2キー1）について，

（1）回＝1ならば，玉手は実数になることを証明せよ0

（2）逆に，7号才が実数になるための条件を求めよ0 （福岡大一理）

ガは実数，Zとαはともに複素数で，拉l＝1，αキ0とする。このとき，芳（Z－1）十α＝0を

みたす方，Zをα，房を用いて表せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（千葉大一文系）
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Uをズ3＝1の複素数解の1つとするとき，

（1）Uを用いてズ2十方γ＋ッ2をガ，再こ関する1次因数に分解せよ。

（2）U2乃＋U乃の値を求めよ。クZは整数とする。

（3）形が奇数のとき，（ガ＋プ）軋∴ピーク花は∬2＋∬ツ＋〆で割り切れるか。また，その理由を

（1），（2）の結果を用いて述べよ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（香川大）

複素数α＝主宰，β＝撃について，次の（1），（2）を証明せよ。

（1）すべての正整数のに対してα町1＋β乃十1＝α乃＋β乃－2（α花‾1＋β乃‾1）が成り立つ。

（2）すべての正整数刀に対してα乃＋β乃は奇数である。　　　　　　　　　（名大一文系）

複素数Z＝ズ＋わ′に対して，紺＝α22＋∂Z（α，あは実数，αキ0）とおく。

（1）紺が実数となるようなZの集合を求めよ。

（2）Zがこの集合の上を動くとき，紺はすべての実数値をとることを証明せよ。（東京工大）

桝，形を正の整数とする。ガについての2次方程式12∬2－∽ズ＋乃＝0の2つの実数解を小

数第2位で四捨五入して0．3および0．7をえた。ク托，弗を求めよ。　　　　　　　　（一橋大）

2次方程式X2－aX＋b＝0の2つの解はcose，SinO（00≦8＜3600）で与えられるものとす

る。

（1）αが最小となるのは，βが何度のときか。

（2）ろ＝賢く0となるのは，βが何度のときか。　　　　（青山学院大一国際）

ガの2次方程式2∬2＋2（α2－3とZ）∬＋α4－6（Z3＋9（Z2－4＝0について，

（1）この方程式が2つの正の解をもつような実数αの範囲を求めよ。

（2）この方程式の2つの正の解のうち大きいほうを少とする。αが（1）の範囲を動くとき，少

の範囲を求めよ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（浜松医大）

（1）2次方程式∬2＋α∬＋∂＝0は正の解を少なくとも1つもつ。点（α，∂）の存在範囲を図

示せよ。

（2）2次方程式3X2＋8xcose＋8sine＝0が正の解を少なくとも1つもつようなCの範囲を

求めよ。ただし，OD≦β≦1800　とする。　　　　　　　　　　　　　　　　（同志社大一経済）
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23．複素数と2次方程式

α，あが任意の定数（ただし，αキ∂）のとき，2次方程式3（α－∂）∬2＋6∂ズーα－2あ＝0は，

0と1の間に少なくとも1つの解をもつことを示せ。　　　　　　　　　　（お茶の水女大一理）

〟，がを実数とし，ガの2次方程式ズ2－2鋸ズ＋1－が2＝0の実数解をα，β（α≦β）とする。

lα廿β＜4が成立するとき，点（〝，〃）のとりうる領域を求め，図示せよ。（同志社大一法）

2次方程式α∬2＋2∂ズ＋C＝0に関する次の命題のうち，α，あ，Cが複素数であっても成り立

つものはどれか。

ア．∂2－αC＞0ならば，相異なる実数解をもつ。

ィ．∂2－αC＝0ならば，重解をもつ。

ウ・2つの解をα，βとすれば，郎＝‡となる0

ェ・∂2－αC鍋‡＜0，‡＞0ならば，2つの解はともに正である0　　（一橋大）

（1）桝，符は整数，椚2＋乃2が4の倍数ならば，刑，犯はともに偶数であることを示せ。

（2）α，∂は整数，かすは有理数，ヴキ0かつ♪＋扉が方程式∬2＋αズ＋み＝0の解であるな

らば，ク，官はともに整数であることを示せ。　　　　　　　　　　　　　（明治大一理工）

α，あが実数のとき，2次方程式ズ2－α∬＋∂＝0の解の絶対値がすべて1より小となるための

点（α，占）の存在範囲を図示せよ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（早大一教育）

ガに関する2次方程式2ズ2＋3（Z∬＋α2－α＝0が，絶対値1の解を少なくとも1つもつよう

に，実数αの値を定めよ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（同志社大一工）

2次方程式αZ2＋Z＋1＝0が実数解をもつときでも虚数解をもつときでも，2つの解の絶対

値がともに2より小となる実数戊の範囲を求めよ。　　　　　　　　　　　　　（千葉大一理系）

2次方程式α∬2＋ズ＋1＝0の任意の解（虚数解の場合も含む）をαとするとき，

】α＋1l＝1となるためのαの値の範囲を求めよ。ただし，αは実数の定数である。（弘前大）
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24 高次方程式

缶田　高次方程式の基本は3次式，4次式の因数分解である0そのためには因数定理や剰余 

四国≡誓；芸畠忘芸慧芸芸≡芸芸芝；禁を孟芸芸警票；三警≡芸冨誓言警芸諾三二三〇 
3次方程式では必ず複素数との関連が現れる。とくに1の虚数3乗根臼の扱いは，くり 

返してよく学習し，自分のものとしておくことが大切である。 

15†如P 伊解答は「考え方と解答」156ページ

616

617

618

619

整数′（芳）を∬2－3∬＋2で割ったときの商をg（∬），余りをズ＋2　とするとき，

（1）′（∬）をg（∬）で表せ。

（2）さらに，′（∬）をズー3で割ったときの余りが7であるとき，g（3）の値を求めよ。

（3）′（∬）を∬2一触＋3で割ったときの余りを求めよ。　　　　　　　　　　　（広島県大）

整式P（∬）＝α∬3＋∂ズ2＋Cズ＋dをズ2－1で割ると余りは1批＋11，ズ2＋∬＋1で割ると余り

は－6である。（Z，占，C，dを求めよ。　　　　　　　　　　　　　　　　　（東京理大一基礎工）

α，あ，少，留は実数で，α＞0とする。2次方程式∬2＋αズー2α－4＝0　の2つの解　ア［＝コと

－α－イ［＝］が3次方程式ズ3＋如2＋四一4α－8＝0の解であるならば，この3次方程式のもう

1つの解はクエ［＝コであり，♪＝α＋オ［＝コ，ヴ＝カキ［＝コである。

さらに，ズ2＋∂ズーα2＝0の2つの解が，上の3次方程式の解であるならば，α＝∂のとき

α＝∂＝ク［＝コ＋ノ亭∈ヨ，αキみのときα＝コ⊂⊃∂＝サ⊂コである。　　（センター試験）

Xの3次方程式X3＋7X2－7X＋a＝0（aは実数の定数）の1つの解がX＝COSe＋isine

（00＜β＜900，才＝√て）と表されるとき，♂＝⊂コであり，この方程式の実数解は∬＝［＝コで

ある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（千葉工大）

ガの3次方程式∬3＋（1－2α）∬2＋（α2－α＋1）ズーα＝0がただ1つの実数解をもつための実数

戊の値の範囲を求めよ。ただし，重解は1つとかぞえる。　　　　　　　　　　（滋賀大一教育）
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24．高次方程式

（1）3次方程式3ズ3＋（9ノ百一11ノ百）∬2＋6（10－11J言）∬＋180J雪＝0は3つの実数解α，β，γ

をもち，α：β：γ＝6：（－3ノ言）：5である。このことを利用してこれらの解を求めると，

（2）（1）で求めたα，β，γに対して，蒜＋孟＋芸＝［つである0　（駿河台大一経済）

（1）－1＋誼冒（g＝J二子）が方程式∬（∬2－3∬＋2）＝12αの解であるように実定数αを定

め，残りの解をすべて求めよ。

（2）不等式∬（ズ2－3∬＋2）≦60を解け。　　　　　　　　　　　　　　（近畿大一九州工）

4次方程式∬4＋2αズ3十（α2＋3）ズ2＋3αズ＋2＝0の虚数解の個数が2であるような実数αの

値の範囲を求めよ。

2Md如P

（関西大一文）

紆解答は「考え方と解答」157ページ

P（芳）はガについての整式であり，次の2つの性質をもつとする。

（i）P（ズ）を∬2－3ズ＋2で割ったときの余りは2∬＋3である。

（ii）P（ズ）を∬＋1で割ったときの余りは1である。

（1）P（ズ）を∬3－2二r2－ズ＋2で割ったときの余りを求めよ。

（2）とくに，P（∬）がガについての3次式である場合，P（ズ）を∬2＋1で割ったときの余りは

定数であるという。このときのP（ズ）を求めよ。　　　　　　　　　　（神戸学院大一薬）

2つの方程式ズ2＋αズ＋2＝0，∬3＋α∬2＋∂∬＋1＝0が共通解をもつための必要十分条件は，

α，∂が［＝］∂2－α∂＋ロー⊂コ∂＋［＝］＝0をみたすことである。

また，∂＝口のときは，どんなαに対しても共通解をもたない。　　　（日本大一文理）

3次方程式ズ3＋3ガ2－1＝0の1つの解をαとする。

（1）（2α2＋5α－1）2をαα2＋∂α＋Cの形の式で表せ。ただし，α，占，Cは有理数とする。

（2）上の3次方程式のα以外の2つの解を（1）と同じ形の式で表せ。　　　　（東大一文科）

方程式∬3－∬＋烏＝0（烏＞0）が絶対値1の虚数解をもつとき，この方程式の3つの解を求め

よ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（東京工大）

113



数　学　B

628

629

630

631

632

633

114

カ，α，あを実数とするとき，次の問いに答えよ。

（1）αが方程式ズ3十か＋1＝0の解であるとき，－αは方程式∬3＋♪ズー1＝0の解である

ことを示せ。

（2）α＝針「如（ろキ0，g＝√1）が方程式ズ3＋如＋1＝0の解であるとき，方程式芳3＋担
一1＝0の実数解を求めよ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（東北工大）

3次方程式∬3＋α∬2＋（卜占）ズ＋（卜占2）＝0の3つの解をα，β才，一βf（g＝√＝了）とする。

ただし，α，あ，α，βはいずれも実数で，βキ0　とする。このとき，

（1）ろく1であることを示し，次にα，あの間に成り立つ関係を求めよ。

（2）実数解の値の範囲を求めよ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（慶大一商）

次の4次方程式の4つの解のうち，2つだけが等しくなるように刑の値を定めよ。

ズ4＋（2椚－1）ズ3－（37形－3）∬2－（5ク乃＋17）ガ＋（6椚＋14）＝0　　　　（茨城大一教育）

如く0のとき，次のガについての4次方程式は相異なる4個の実数解をもつことを証明せ

よ。

（∬2一升㌃一〆）（∬2－百方ー♪2）＝0 （明治薬大）

拍）＝ズ2－∬＋‡のとき，4次方程式′（′（刷＝（トα）ズ2－8ズー等（α，あは実数の定数）

のズ3の係数は［＝コ，定数項は［＝コである。

また，この方程式が2つの異なる実数解をもち，さらに，それらの解がともに重解であると

き，α＝⊂＝］，ろ＝［＝コとなる。このとき，この方程式の解のうち最大なものは⊂コである。

（早大一商）

αを実数とする。

（1）方程式ガ4＋2α∬2－α＋2＝0が実数解をもたないようなαの範囲を求めよ。

（2）ズ4＋2αズ2－α＋2の最小値を∽（α）とする。αが（1）の範囲内にあるとき，肌（α）の最大値

を求めよ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（京大一教育）


